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◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
７

月
１

５
日

( 土
) ～

１
６

日
( 日

) 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

 
功

、
樋

口
義

也
、

豊
嶋

 
寛

、
青

木
宏

充
 

(１
５

日
・
N

o
2
9

N
o
2
9

N
o
2
9

N
o
2
9

鉄
塔

付
近

捜
索

鉄
塔

付
近

捜
索

鉄
塔

付
近

捜
索

鉄
塔

付
近

捜
索

) 
以

上
１

泊
２

日
 

 
 

 
５

名
。

 

 
 

７
月

１
５

日
(日

帰
り

)；
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
湯

川
一

郎
、

梶
野

照
雄

、

鈴
木

貴
宏

( N
o
2
9

N
o
2
9

N
o
2
9

N
o
2
9

鉄
塔

付
近

捜
索

鉄
塔

付
近

捜
索

鉄
塔

付
近

捜
索

鉄
塔

付
近

捜
索

)。
山

川
治

雄
・
中

村
佳

文
・

川
邑

隆
男

( 上
葛

川
遡

行
捜

索
上

葛
川

遡
行

捜
索

上
葛

川
遡

行
捜

索
上

葛
川

遡
行

捜
索

)。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
８

名
。

 

 
 

７
月

１
６

日
(日

帰
り

)；
沖

﨑
吉

信
、

前
田

 
正

、
橋

本
 

梓
、

児
嶋

道
夫

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
畑

林
清

子
、

大
江

加
予

子
・
徳

子
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

奥
村

 

順
夫

、
竹

中
卓

治
、

高
階

美
根

子
。

山
川

治
雄

・
中

村
佳

文
・
 

川
邑

隆
男

( 2
1

2
1

2
1

2
1

世
紀

世
紀

世
紀

世
紀

のの のの
森森 森森

～～ ～～
香香 香香

精精 精精
山山 山山

のの のの
捜

索
捜

索
捜

索
捜

索
)。

 
 

 
１

５
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

遭
難

者
関

係
者

；
向

手
さ

ゆ
り

、
Ｌ

;石
田

浩
一

、
釜

谷
徹

也
、

石
田

勝
浩

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
増

田
陽

一
、

梶
谷

二
昭

、
小

林
光

則
、

岡
野

晴
充

、
吉

田
翔

太
 

１
５

日
(田

中
)、

１
６

日
(森

田
)各

１
名

。
 

 
 

 
 

 
計

１
１

名
。

 

 

 
 

 
７７ ７７

月月 月月
１

５
１

５
１

５
１

５
日日 日日

(( (( 土土 土土
)) ))     

晴
時

々
曇

    

遭
難

さ
れ

た
向

手
明

則
さ

ん
の

奥
様

並
び

に
関

係
者

が
、

行
仙

宿
に

宿
泊

し
 

槍
ヶ

岳
・
地

蔵
岳

尾
根

間
等

を
捜

索
す

る
事

が
判

り
(宿

泊
予

約
)、

当
ぐ

る
ー

 

ぷ
の

活
動

エ
リ

ヤ
内

で
あ

り
、

捜
索

へ
の

協
力

・
支

援
の

た
め

会
行

事
と

し
た

。
 

 
 

豊
嶋

車
に

山
上

・
川

島
・
樋

口
氏

が
分

乗
し

、
８

時
前

に
補

給
路

登
山

口
に

着
 

く
と

、
既

に
石

田
車

が
待

機
さ

れ
て

い
た

。
 

挨
拶

を
交

し
、

川
島

が
モ

ノ
レ

ー
ル

を
下

ろ
し

て
来

る
と

、
沖

崎
車

及
び

向
手

 

さ
ん

関
係

協
力

者
の

車
２

台
も

到
着

す
る

。
 

 
荷

物
が

多
い

た
め

、
モ

ノ
レ

ー
ル

で
数

回
往

復
す

る
必

要
が

あ
り

、
全

員
の

ミ
ー

 

テ
イ

ン
グ

を
せ

ず
に

山
上

、
川

島
は

、
直

ぐ
に

モ
ノ

レ
ー

ル
で

荷
上

げ
を

す
る

。
 

 
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

が
戻

る
間

に
、

沖
崎

氏
か

ら
行

動
予

定
の

概
略

の
説

明
等

が
行

わ
 

れ
た

。
モ

ノ
レ

ー
ル

は
３

往
復

。
そ

れ
ぞ

れ
が

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
ま

で
空

身
で

登
り

、
 

手
分

け
し

て
荷

を
担

ぎ
行

仙
宿

に
向

っ
た

。
 

 
行

仙
宿

に
全

員
が

揃
っ

た
後

、
川

島
代

表
か

ら
メ

ン
バ

ー
紹

介
が

行
わ

れ
、

向

手
さ

ん
一

行
と

当
ぐ

る
ー

ぷ
の

行
動

予
定

が
述
べ

ら
れ

、
行

仙
宿

に
は

山
上

さ

ん
(夕
食
準
備

等
)、

梶
野

(電
灯
配
線
工

事
等

)両
氏

が
残

る
こ

と
と
な

っ
た

。
 

出
発

に
際

し
、

行
者
堂

に
て
個

々
に

向
手

さ
ん
発
見

の
祈
願

を
行

い
、
最

終

テ
ン
ト

泊
場
所

と
な

っ
た
ヘ
リ
ポ

ー
ト

に
立
ち
寄

り
、

向
手

さ
ん

一
行

(９
名

)と

当
ぐ

る
ー

ぷ
６

名
(川

島
・
豊

嶋
・
樋

口
・
沖

崎
・
濱

野
・
湯

川
)が

、
笠
捨

山
捲
き

道
(旧
逓

信
道

)経
由

で
葛

川
辻

に
向

け
出
発

し
た

。
 

 
 

 

行
者

堂
で

遭
難

者
発

見
祈

願
 

 
本

日
の

捜
索

協
力

者
 

 
 

葛
川

辻
で

昼
食

休
憩

 

 歩
き
出

し
て

約
１

時
間

後
、

義
弟

の
釜

谷
さ

ん
が
体
調
面

に
不
安

が
あ

る
た

め
 

行
仙

宿
に
引
き
返

す
事

と
な

り
、

沖
﨑

さ
ん

が
同

行
し

、
一
旦

下
山

さ
れ

た
。

 

 
向

手
さ

ん
一

行
に

は
、

登
山
経
験

の
な

い
方

が
数

名
お

ら
れ

、
す

で
に
疲

れ
が

 

見
え
始

め
て

い
た

が
、
皆

さ
ん

一
緒

に
地

蔵
岳

へ
到
達

し
、

捜
索

し
た

い
と

の
思

い
 

が
強

く
窺

わ
れ

た
。

 

葛
川
辻

に
は

、
１

２
時
過

ぎ
に

着
き
昼
食

と
な

っ
た

が
、
足

下
が

山
蛭

の
被
害

 

に
遭

わ
れ

た
方

が
お

ら
れ

た
。

 

１
３

時
に

槍
ヶ

岳
手

前
尾

根
上

の
N
o
2
6
鉄
塔

に
到

着
。
こ
こ

か
ら

向
手

さ
ん

 

一
行

は
地

蔵
岳

を
目
指

し
、

時
間

が
あ

れ
ば
懸
垂

下
降

に
よ

る
捜

索
を

す
る

と
 

の
こ

と
。

 

当
ぐ

る
ー

ぷ
は

、
６

月
２
４

日
に
葛

川
辻

を
経

て
鉄
塔
巡
視

路
N
o
2
6
～
N
o
3
0
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(香
精

山
手

前
尾

根
上

の
鉄
塔

)を
辿

り
、

槍
ヶ

岳
・
地

蔵
岳

及
び
東
屋

岳
を
迂

 

回
す

る
時
短
コ

ー
ス

を
遭

難
者

が
歩

い
た
可
能
性

も
あ

り
捜

索
予

定
し

た
が

、
 

天
候

に
よ

り
N
o
2
8
鉄
塔

へ
登

る
と
N
o
2
9
鉄
塔
巡
視

路
が
無

く
、

地
蔵

岳
を
越

 

え
た
ピ

ー
ク

に
登

り
、
東
屋

岳
か

ら
N
o
3
0
→
N
o
2
9
鉄
塔

を
経

て
、

上
葛

川
古

 

道
間

の
捜

索
に
変
更

し
た
こ

と
か

ら
、

本
日

は
前

回
未
確
認

の
N
o
2
6
～
2
8
鉄

 

塔
へ
の
巡
視

路
を

捜
索

す
る

た
め

に
、
別

れ
て
鉄
塔
巡
視

路
へ
踏
み
出

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

N
o
2
6

鉄
塔

の
分

岐
に

て
 

 
 

N
o
2
7

鉄
塔

 
 

 
 

 
 

 
地

蔵
岳

参
道

と
水

場
分

岐
 

 

こ
の
鉄
塔
巡
視

路
は

、
東
南
院

等
の

奥
駈
修

行
の
際

、
女
性

の
安

全
面

を
配

慮
し

て
通
過

さ
れ

る
捲
き

道
と

の
こ

と
で
在

る
が

、
正
規

の
奥
駈

道
を
外

れ
る

事

か
ら

、
当

ぐ
る

ー
ぷ

と
し

て
長

い
間
歩

い
て

い
な

か
っ

た
鉄
塔
巡
視

路
で

あ
る

。
 

別
れ

て
程
な

く
、

上
葛

川
方
面

か
ら
人

の
呼
ぶ
声

が
聞
こ
え

る
。

青
木

・
鈴

木

の
両

名
は

、
上
葛

川
か

ら
古

道
を
辿

り
、
N
o
2
9
鉄
塔
標
識

分
岐

か
ら

登
っ

た
地

点
で

以
前
迷

っ
た

事
が

あ
る

事
か

ら
、
こ

の
地

点
を

捜
索

に
入

っ
て

い
る

の
で

、
彼

ら
の
呼
ぶ
声
だ

ろ
う

と
思

っ
て

い
た

。
 

 
明
瞭
な

道
を

５
分
程
辿

る
と

、
N
o
2
7
鉄
塔

に
着
き

、
鉄
塔

上
部

か
ら
斜
面

及
 

び
岸
壁

下
・
支

谷
を
ト
ラ

バ
ー
ス
気
味

に
約

１
２

分
歩

く
と

、
地

蔵
岳

参
道

・
水

 

場
分
岐

石
柱

が
置

か
れ

た
分
岐

へ
出

た
。
こ

の
地

は
６

月
２
４

日
に
N
o
2
8
鉄
塔

 

標
識

分
岐

か
ら

登
っ

た
分
岐

で
あ

り
、
鉄
塔
巡
視

路
の
標
識

が
無

く
、

地
蔵

岳
 

を
越
え

た
奥
駈

道
の

尾
根

に
登

っ
た

地
点

で
あ

る
。

 

ま
た

、
先
程

の
声

の
主

と
こ
こ

で
出

会
っ

た
。

青
木

さ
ん
達

で
な

く
、

向
手

さ
ん

 

の
友
人

・
田

中
さ

ん
で

、
上
葛

川
集
落

か
ら
入

山
し

て
、
N
0
2
8
鉄
塔
標
識

分
岐

 

か
ら

、
迷

い
込

ん
で

い
な

い
か

捜
し

に
入

り
、

地
蔵

岳
で

１
２

時
半

に
待
合

せ
る

予
 

定
で

あ
っ

た
が

、
遅

い
の

で
再
度
降

り
て

来
て
呼

ん
で

い
た

と
の
こ

と
。
又

、
山

川
・
 

中
村

・
川

邑
さ

ん
３

名
は

、
上
葛

川
を
遡

行
し

遭
難

者
が
流

さ
れ

て
来

て
い
な

い
 

か
捜

索
に
入

る
旨

を
中

村
さ

ん
か

ら
託

っ
た

と
の
こ

と
。

 

ま
ず

は
奥
駈

道
（
地

蔵
岳

を
越
え

た
ピ

ー
ク
）
ま

で
登

り
、

一
休
み

し
た

後
、

地
 

蔵
岳

を
目
指

し
た

。
地

蔵
岳

に
到

着
す

る
と

向
手

さ
ん

一
行

は
、

す
で

に
到

着
 

さ
れ

て
い

た
。

 

当
ぐ

る
ー

ぷ
に
よ

る
捜

索
済
み

地
点

に
は

、
捜

索
済
み
標
識

を
設
置

の
た

め
、

 

向
手

さ
ん

一
行

が
あ

ら
か
じ

め
懸
垂

下
降

す
る

捜
索
ポ

イ
ン
ト

を
決

め
て

い
た

 

が
、
殆

ん
ど

捜
索
済
み

で
あ

り
、

１
４

時
を
過

ぎ
て

い
る

事
も

あ
り

、
明

日
の

捜
 

索
に
ザ

イ
ル

等
を
デ
ポ

し
て

、
笠
捨

山
山
頂

を
経

て
行

仙
宿

に
戻

る
希
望

が
あ

 

り
全

員
が

戻
る

事
に
な

っ
た

。
 

 
尚

、
川

島
代

表
は
翌

日
の

捜
索

の
た

め
、

補
助
ロ

ー
プ

(２
０
ｍ
・
２

本
)は

、
地

蔵
 

岳
を
経

た
キ

レ
ッ
ト

地
点

を
越
え

た
ピ

ー
ク

に
デ
ポ

す
る

。
 

地
蔵

岳
を

後
に

し
、
N
o
2
6
鉄
塔

で
向

手
さ

ん
一

行
を

待
つ

が
、
な

か
な

か
降

 

り
て

来
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

樋
口

・
豊

嶋
両

氏
に

向
手

さ
ん

一
行

の
対
応
（
笠

 

捨
山
経
由

)を
お
願

い
し

て
、

川
島

代
表

と
日

帰
り
組

の
浜

野
・
湯

川
の

３
名

は
、

 

先
行

し
て

、
捲
き

道
経
由

で
行

仙
宿

に
戻

る
こ

と
と

し
た

。
 

 
途

中
N
o
2
4
鉄
塔

で
休
憩

を
入

れ
、

行
仙

宿
に

は
１

６
時

３
３

分
に

到
着

。
振

り
 

返
る

と
す

で
に
笠
捨

山
山
頂

は
、
ガ
ス

に
包

ま
れ

て
い

た
。

 

 
行

仙
宿

に
戻

る
と

、
梶

野
氏

に
よ

り
管
理
棟

下
の
倉
庫

に
L
E
D
電
灯

が
設
置

 

さ
れ

い
た

。
 

日
帰

り
組

(沖
崎

・
濱

野
・
湯

川
・
梶

野
)は

、
１

７
時

前
後

に
下

山
。

 
 

 

 
 

行
動

行
動

行
動

行
動

タ
イ

ム
タ

イ
ム

タ
イ

ム
タ

イ
ム

    

 
新

宮
6
:
5
0
→

8
:
1
0
補

給
路

登
山

口
8
:
4
0
→

9
:
4
5
行

仙
宿

1
0
:
2
5
→

1
2
:
1
5

葛
川

辻
1
2
:
4
2
→

1
3
:
0
0
 
N
o
2
6
鉄

塔
1
3
:
1
0
→

1
3
:
1
5
N
o
 
2
7
鉄

塔
→

1
3
:
2
8

地
蔵

岳
・
水

場
分

岐
石

柱
1
3
:
3
0
→

1
3
:
3
7
奥

駈
道

1
3
;
4
2
→

1
3
:
5
5
地

蔵
岳

1
4
:
1
0
→

1
4
:
3
0
N
o
2
6
鉄

塔
1
4
:
4
0
→

葛
川

辻
1
5
:
0
0
→

1
6
:
2
0
奥

駈
道

（
右

笠
捨

山
）

→
1
6
:
3
3
行

仙
宿

1
6
:
5
0
→

1
7
:
1
5
補

給
路

登
山

口
1
7
:
2
5
→

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
9
:
0
0
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

記
 

湯
川

）
 



 3 

行
仙

宿
に

戻
る

と
、
畑

林
秀

味
氏

か
ら

差
し

入
れ

の
マ

グ
ロ

カ
マ

(
約

８

匹
)
が

、
山

上
さ

ん
に

よ
り

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

コ
ン

ロ
・

炭
火

で
、

上
手

に
塩

焼
き

に
調

理
さ

れ
て

い
た

。
多

量
の

カ
マ

塩
焼

き
だ

け
に

、
捜

索
か

ら
帰

り

食
事

に
あ

り
つ

け
る

の
で

本
当

に
有

り
難

く
、
山

上
さ

ん
ご

苦
労

さ
ま

で
し

た
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

 

笠
捨

山
山

頂
を

経
た

向
手

さ
ん

一
行

は
、
睡

眠
不

足
と

疲
れ

も
あ

り
、
予

定
よ

り
遅

れ
た

１
８

時
前

に
行

仙
宿

に
戻

ら
れ

た
。

 

着
替

え
を

し
て

頂
き

、
マ

グ
ロ

の
せ

せ
り

(
わ

さ
び

醤
油

)
、
マ

グ
ロ

カ
マ

塩
焼

き
(
ポ

ン
酢

醤
油

)
・

鯵
干

物
・

ミ
ニ

ト
マ

ト
等

が
食

卓
に

並
べ

ら
れ

、

本
日

の
捜

索
を

労
っ

て
ビ

ー
ル

で
喉

を
潤

し
夕

食
懇

談
と

な
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夕
食

懇
談

状
況

 

 
 

 
奥

様
か

ら
ご

主
人

と
山

行
同

行
時

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

や
何

事
も

綿
密

な
計

画

を
立

て
几

帳
面

な
性

格
で

あ
る

こ
と

等
お

聞
き

し
た

。
 

 
Ｇ

Ｐ
Ｓ

を
持

参
し

コ
ー

ス
を

逸
脱

し
た

際
に

は
、
捜

索
者

に
連

絡
す

る
爆

竹
・
ミ

ラ
ー

を
持

参
し

て
い

る
の

で
、
最

初
３

日
間

の
捜

索
時

に
滑

落
・
転

落
等

の
ア

ク
シ

デ
ン

ト
に

よ
り

連
絡

出
来

な
い

状
態

に
陥

っ
て

い
た

可
能

性
が
高

い
。
又

、
計

画
通

り
世
界
遺
産

の
奥

駈
道
尾
根

を
歩

い
た

と
思

わ
れ

る
と

の
こ

と
。

 

 
昨
夜
寝
ず

に
参
加

さ
れ

た
方

や
本

日
の

捜
索

の
疲

れ
も

あ
り

、
早
々

に
食

事
を
終

え
就
寝

さ
れ

る
方

も
あ

る
。

 
 

 
１

９
時
半

前
に
青
木

氏
が

、
上

葛
川

上
部

の
捜

索
を
終

え
行

仙
宿
へ

登
っ

て
来

ら
れ

た
。
尚

、
同

行
の
鈴
木

氏
は
梶
野
車

と
待
合

せ
帰
宅

。
 

 
捜

索
は

、
広

い
山
域

で
あ

り
、
遭

難
が
想

定
さ

れ
る

場
所

を
一
箇
所
ず

つ

捜
し

て
行

く
必
要

が
在

り
、

捜
索

は
長
期

に
な

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

 

 
明

日
６

時
出
発

を
予

定
と

し
た

が
、
青
木

氏
か

ら
５

時
出
発

を
提
起

さ
れ

、

５
時
半

出
発

を
目
途

に
し

、
２

１
時
半
過
ぎ

に
消
灯

し
就
寝

。
(
記

 
川
島

)
 

 
 

 
 
７７ ７７
月月 月月
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) )) 
    
晴晴 晴晴
    

    
半
袖
姿

で
毛
布

１
枚

を
か
ぶ

り
寝

ら
れ

る
暖

か
さ

で
あ

っ
た

。
 

同
宿

者
１
名

は
、
５

時
出
発

の
た
め
４

時
に
起
床

し
て

出
発
準
備

を
さ

れ
、

我
々

も
４

時
半
過
ぎ

に
L
E
D
電
灯

を
点
灯

。
 

昨
夜

の
缶

ビ
ー

ル
、
生
ゴ

ミ
、
燃

え
る
ゴ

ミ
に

分
別

し
、
後
片
付

け
し

て

各
自

で
朝

食
す

る
。
我
々

は
、
御
飯
パ
ッ

ク
を
温
め

、
昨
夜
残

り
の

干
物

、

味
噌
汁

、
ベ

ー
コ

ン
、
胡
瓜

の
漬

物
等

で
朝

食
を

す
ま

せ
る

。
 

青
木

氏
、
石
田

(
勝

)
氏

と
本

日
・
白
谷

ト
ン

ン
ネ

ル
東

口
か

ら
来

ら
れ

た

向
手

さ
ん

の
協
力

者
・
森
田

氏
の

３
名

が
、

５
時

２
０

分
に
先

行
さ

れ
る

。
 

足
、
腰

を
痛
め

た
方

も
あ

り
、
川
島
・
樋

口
・
豊
嶋
・
石
田

(
浩

)
、
向

手
、

 

小
林

、
吉
田

氏
の

６
名

は
、
５

時
４

０
分
過
ぎ

に
捲

き
道

を
経

て
葛

川
辻
へ

。
 

 
 

 

N
o
2
4
鉄

塔
ベ

ン
チ

で
休

憩
 

葛
川

辻
で

先
行

者
と

合
流

 
地

蔵
岳

を
越

え
た

ビ
ー

ク
 

  
葛

川
辻

で
先

行
し

た
青
木

氏
達

３
名

と
合
流

し
小
休
止
後

、
N
o
2
6
鉄

塔
で
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槍
ヶ

岳
を

経
て
ザ
イ

ル
を

デ
ポ

し
た

地
蔵

岳
へ

登
る
班

(
樋

口
・
豊
嶋

・
青

木
・
森
田

)
と

鉄
塔
巡
視

路
を
辿

り
地

蔵
岳

を
越

え
た

ピ
ー

ク
に

登
り

地
蔵

岳
に

行
く
班

(
川
島
・
石
田

(
浩

)
、
向

手
・
石
田

(
勝

)
・
小

林
、
吉
田

)
に
別

れ
た

。
 

 
地

蔵
岳
尾
根

で
は

、
昨

日
降

り
て

捜
索

し
て

い
な

い
の

で
、
本

日
捜

索
に

 

降
り

る
と
思

っ
た

が
、
捜

索
ポ
イ

ン
ト

は
当

ぐ
る

ー
ぷ

が
捜

索
済

と
判
断

さ

れ
、
遭

難
者

は
早
朝

２
時
頃

に
行

仙
宿
テ

ン
ト
泊

地
を

出
発

し
た

可
能

性
が

高
く

、
ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

を
点
灯

し
て

笠
捨

山
に

登
っ

て
い

る
事

か
ら

、
昨

日

下
山
中

に
気

に
な

る
箇
所

が
あ

り
、
笠

捨
山
へ

登
る
途
中

を
捜

索
す

る
事

に

な
り

、
地

蔵
岳
付
近

で
捜

索
を

す
る

こ
と

な
く

、
地

蔵
岳

に
デ

ポ
し

た
ザ
イ

ル
等

を
回
収

し
、

笠
捨

山
へ

の
登

路
を

捜
索

す
る

た
め
引

き
返

す
。

 

 
尚

、
川
島

は
地

蔵
岳
取
付

き
地
点

の
左

の
空
谷

を
約

６
０
ｍ
下

り
捜

索
。
 

 
９

時
４

５
分

葛
川

辻
に

着
き

、
笠

捨
山

か
ら

行
仙

宿
へ

の
ル

ー
ト

を
捜

索

す
る
班

(
青
木
・
石
田

(
勝

)
・
吉
田
・
森
田
・
川
島

)
と
捲

き
道

を
経

て
一
旦

行
仙

宿
へ

戻
る
班

(
樋

口
・
豊
嶋

・
向

手
・

石
田

(
勝

)
・
小

林
)
に
別

れ
た

。
 

 

 
 

 

葛
川

辻
に

戻
る

 
 

 
 

 
笠

捨
山

山
頂

に
て

 
 

 
 

懸
垂

下
降

し
て

捜
索

 

笠
捨

山
に

１
０

時
２

５
分

着
、
登

る
途
中

、
地

蔵
岳
へ

登
り

行
仙

宿
に

戻

る
一

行
と

す
れ
違
う

。
 

小
休
止
後

行
仙

宿
へ

と
下

り
、
笠

捨
山

か
ら

一
旦
下

り
少

し
登

る
岩
稜
箇

所
で

、
懸
垂
下
降

捜
索

す
る
準
備

を
さ

れ
る

が
、
此
処

は
前

回
３
名

が
岩
稜

基
部

を
捜

索
済

で
あ

る
旨

を
伝

え
て

、
次

の
捜

索
ポ
イ

ン
ト
へ
移
動

す
る

。
 

本
日

、
当

ぐ
る

ー
ぷ

が
、
捜

索
を
兼
ね

て
笠

捨
山
へ

の
登

る
先

行
者

の
児

嶋
(
笠

捨
山
稜
線

に
標
識
設
置

)
と
高
階

さ
ん

と
合
流

す
る

。
沖
﨑

さ
ん

を
含

め
た

１
０
名

は
、
尾
根
左

右
の
斜

面
を

捜
索

し
な

が
ら

登
っ

て
来

て
い

る
と

の
こ

と
。

 

暑
く

て
風

も
弱

く
、
川
島

は
飲
料

水
５

０
０
m
l
で

は
足

り
な

く
な

り
、
高

階
さ

ん
に
飲
料

水
を
少

し
分

け
て

も
ら
う

。
 

ピ
ー

ク
手

前
で
沖
﨑

さ
ん

一
行

と
す

れ
違

い
、
程

な
く

捜
索

ポ
イ

ン
ト

が

あ
り

、
石
田

(
勝

)
氏

が
、
懸
垂
下
降

で
斜

面
を
下

り
捜

索
を

さ
れ

る
。

 

向
手

さ
ん

一
行

の
中

で
は

、
ザ
イ

ル
で

登
降

す
る
技
術

の
あ

る
方

は
、
彼

一
人

の
様

で
あ

る
。
勿
論

、
当

ぐ
る

ー
ぷ

も
６

～
７
名
程
度

と
少

な
い

。
 

川
島

の
主
観

で
は

、
笠

捨
山

の
登

路
の

間
で

は
、
前

回
捜

索
し

た
箇
所
以

外
の

地
点

で
は

、
滑

落
し

て
も
横

に
そ

れ
て

登
っ

て
来

ら
れ

る
傾
斜

で
あ

り
、

彼
ら

に
任

せ
て

、
行

仙
宿

に
先

行
し

１
３

時
に

戻
り

、
お
茶

で
水

分
補

給
。
 

１
３

時
２

０
分

、
も
う

１
ヵ
所
ザ
イ

ル
で
降

り
て

捜
索

し
た

が
、
残
念

な

が
ら
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
と
青
木

氏
等

が
戻

っ
て

来
る

。
 

行
仙

宿
で

は
、
山

上
さ

ん
が

主
導

し
て

、
ト
イ
レ

の
汲
取

り
が

実
施

さ
れ

て
い

た
。

 

向
手

さ
ん

一
行

は
、
笠

捨
山
へ

登
っ

た
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
人

を
待

つ
必
要

が

無
く

、
下

山
帰
宅

の
準
備

し
て

頂
く

。
 

沖
崎

氏
一

行
１

２
名

が
、

１
４

時
４

０
分
過
ぎ

に
行

仙
宿

に
戻

る
。

 

 
 

 

 
上

村
夫

妻
・

先
行

下
山

 
 

笠
捨

山
か

ら
戻

り
休

憩
 

 
向

手
さ

ん
の

捜
索

協
力

者
 



 5 

 
本

日
の

捜
索
協
力

者
の

記
念
撮
影

を
済

ま
せ

、
向

手
さ

ん
一

行
は

１
５

時

過
ぎ

に
下

山
。
我
々

も
１

５
時

１
５

分
頃

に
下

山
の
戸
締

り
を

す
る

と
。
向

手
さ

ん
ご

主
人

の
名

の
ス

ト
ッ

ク
忘

れ
物

が
在

り
、

川
島

が
急

い
で
下

り
、

追
い

つ
き

手
渡

し
た

。
 

 

 
本

日
の

捜
索

協
力

者
 

 
遭

難
者

の
手
掛

り
も
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

が
、
奥

さ
ん

か
ら
「

主
人

が

歩
い

た
山

に
登

れ
、

本
当

に
嬉

し
く
良

か
っ

た
」
言

わ
れ
安
堵

す
る

。
 

 
向

手
さ

ん
(
大
阪
府

)
の

捜
索
協
力

者
は

、
ご

主
人

の
同
僚

等
が
遠

く
は
福

岡
県

、
愛
知
県

、
奈
良
県

、
兵
庫
県

か
ら

捜
索

に
参
加

さ
れ

て
い

て
、
ご

主

人
の

人
柄

が
偲
ば

れ
る

。
「

き
な

り
湯
」

で
汗

を
流

し
帰
宅

す
る

と
の

事
。

 

 
向

手
さ

ん
が

帰
宅

さ
れ

て
か

ら
、
寄
贈

頂
い

た
缶

ビ
ー

ル
２
箱

、
ポ

カ
リ

ス
エ
ッ

ト
１
箱

、
チ
オ

ビ
タ

ド
リ

ン
ク
剤

２
０

本
、
焼
酎

一
升
瓶

２
本

、
清

酒
１
升
瓶

、
塩
昆
布
箱

が
豊
嶋
車

に
積

ん
で

あ
り

、
川
島

は
帰

る
ま

で
知

ら

ず
(
報
告

し
た

と
の

事
で

あ
る

が
？

)
、
御
礼

を
述

べ
な

か
っ

た
の

で
失
礼

な

が
ら

、
帰
宅
後

に
電
話

で
御
礼

を
述

べ
た

。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

行
仙

宿
5
:
4
0
→

6
:
1
5
N
o
2
4
鉄

塔
6
:
2
5
→

7
:
1
5
葛

川
辻

7
:
3
0
→

7
:
5
0
N
0
2
6

鉄
塔

→
8
:
2
0

地
蔵

岳
を
越

え
た

奥
駈

道
8
:
3
0
→

9
:
0
0

地
蔵

岳
→

葛
川

辻

9
:
5
0
→

1
0
:
2
5
笠

捨
山

1
0
;
4
0
→

1
1
:
2
5
捜

索
地
点

1
1
:
4
5
→

1
3
:
2
0
行

仙
宿

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

 
川
島

)

７７ ７７
月月 月月
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) ))     

日
帰
り
組

１
２
名
    

１
ヶ

月
前

か
石
田

さ
ん

と
の
電
話

で
７

月
１

５
日

～
１

６
日

の
二

日
間

、

８
人
程
度

が
集

ま
り

捜
索

を
す

る
旨

を
お

聞
き

し
て

い
た

。
 

こ
の

エ
リ
ヤ

は
、
神
仏

分
離
・
修
験

道
禁
止
令

か
ら
百

年
近

く
閉
ざ

さ
れ

て
い

た
南

奥
駈

道
を

、
当

ぐ
る

ー
ぷ
先
輩
達

が
大
変

ご
苦

労
さ

れ
刈
拓

き
、

３
０

年
以

上
管

理
し

て
来

た
道

だ
。
少

し
で

も
協
力

せ
ね
ば

と
メ

ン
バ

ー
に

声
を

か
け

た
と

こ
ろ

、
ほ
ぼ
フ

ル
メ

ン
バ

ー
に
近

い
２

０
名

が
近

く
か

ら
参

加
可

能
、
協
力

す
る

と
の
返

事
が

あ
っ

た
。

 

当
日

、
そ

れ
ぞ

れ
が

登
山

口
に
集
結

し
た

。
前
泊
組

の
山

上
さ

ん
が
モ
ノ

レ
ー

ル
を
下

ま
で
降
ろ

し
て

い
て

く
れ

て
空
身

で
登

る
。

 

９
時
半

前
に

行
仙

宿
小
屋

着
。
前
泊
組

の
大
半

の
方

は
、
早
朝

に
出
発

さ

れ
て

い
た

。
小
屋

前
で

本
日

の
ル

ー
ト

捜
索
活
動

に
つ

い
て

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ

を
行

い
南

奥
駈

道
を
辿

り
笠

捨
山
へ

と
出
発

。
 

捲
き

道
上

の
大
桧

の
あ

る
先

か
ら

、
ペ

ア
を
組

ん
で
尾
根

の
左

右
へ
降

り

た
り

し
て

捜
索
開
始

す
る

も
、

笠
捨

山
に

向
っ

て
左
側
斜

面
は
勾
配

が
き

つ
く

計
画
通

り
に

は
進

ま
な

い
が

、
皆

様
そ

れ
ぞ

れ
奥

駈
道

か
ら

の
目
視

の
範
囲

を
広

げ
ら

れ
様

、
斜

面
や
尾
根

を
行

っ
た

り
戻

っ
た

り
し

て
１

２
時

頃
笠

捨
山

頂
ま

で
や

っ
て

来
た

が
、
ハ

ー
ネ

ス
・
ヘ

ル
メ
ッ

ト
着
用

の
児
嶋

さ
ん
他

の
皆

さ
ん

も
暑

さ
も
加

わ
り

、
や

や
お

疲
れ

の
様
子

だ
。
捜

索
を

や

っ
て
み

た
が

こ
の
広

い
エ
リ
ヤ

の
中

、
捜

し
出

す
の

は
容
易

で
は

な
い

。
 

昼
食
後

、
葛

川
辻

手
前

か
ら
捲

き
道

に
入

り
、
１
４

時
４

０
分
頃

に
行

仙

宿
に

戻
っ

て
来

た
。

 

小
屋

で
奥

様
を
始
め
関
係

者
の
皆

様
か

ら
御
礼

の
言
葉

を
頂

い
た

。
 

 
 

 
 

(
記

 
沖
﨑

)
 

 
 

 
寄寄 寄寄
    
贈贈 贈贈
    

    
・・ ・・
向

手
さ
ゆ

り
;
 
缶

ピ
ー

ル
２
箱
+
ポ

カ
リ

ス
エ
ッ

ト
１
箱
+
チ
オ

ビ
タ

ド

リ
ン

ク
剤

２
０

本
+
焼
酎

一
升
瓶

２
本
+
清
酒

１
升
瓶
+

塩
昆
布

１
箱

。
志
納
金

２
万
円

。
 

 
・・ ・・
釜

本
徹
也

;
寄
付
金

１
万
円

。
 

・・ ・・
畑

林
秀

味
;
マ

グ
ロ

カ
マ

(
８

匹
)
。
 

 
・・ ・・
川
島

 
功

;
甘
夏
柑

1
0
個
+
ミ

ニ
ト

マ
ト

5
0
個

。
 


